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［特集2］

ピティナ・ピアノセミナーリポート

レッスンにアナリーゼを
ピアノ曲アナリーゼ・
ワークショップ

4 月 9 日、茨城県守谷市にて、アナリーゼ・ワークショップが
開催された。講師には、ピティナ・ピアノコンペティション課題
曲に数々の作品を提供している作曲家の山本雅一先生、ファシリ
テーターとして竹中素美先生を迎えた。当日は、守谷みらいＴＸ
ステーション代表の日吉明美先生を中心に 20 名程度の受講者が
集まり、ワークショップ形式ということもあって、受講者と講師
の間で積極的な質疑応答や意見交換がなされた。

しばしば難解と思われがちなアナリーゼだが、それを指導の場
でどのように演奏につなげていくのか？ピティナでは、楽譜オン
デマンドサービスの『ミュッセ』では、2010 年コンペティション課
題曲のアナリーゼを出版し（ｐ.44 参照）好評をいただいている。
この特集では、生徒たちにも人気でピティナ・ピアノステップの
課題曲でもある『フランス人形』（ギロック作曲）と『貴婦人の乗馬』

（ブルグミュラー作曲）の 2 曲を取り上げ、山本雅一先生のアナリ
ーゼをもとに解説する。今後のレッスンに役立てていただけると
幸いである。

report : 永田 夏樹
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ギロック「フランス人形」
（ステップ基礎 5課題曲）

～楽曲の美しい流れを感じて
短い作品ですが非常に美しい曲です。それにはいろ

いろ工夫が見られるからです。
まず曲の構成を見てみましょう。前半、後半と大きく

2つに分かれます。

◆前半： A（1－8小節）→ B  （9―16小節）→
◆後半： A'（17―24小節）→ C（25―30小節）
　　　   → Coda

音の動きはどうでしょう。冒頭を見ると、「G-F♯
-E-D」と一拍目のベース音が下降しています。5小節
目からは、「E-D#-D-C♯」と半音で下降していますね。
曲全体を通して、この下降する音が響き、曲の雰囲気を
支配しています。

もうひとつ、上がって下がる、
このゆらゆらとした非和声音を含む
この音型（左図）が各所に出てくるの
も特徴です。

また、 A は「１小節、1小節、2小節」という比較的
のりやすいリズムで始まり、それが 2回繰返されたあと、 
B からは、「2小節、2小節」というリズムとなり変化
が見られます。

17小節目からの後半 A'  も前半のノリを受け継いで、
出だしは同様のリズムです。
ベース音が半音ずつ「G-F#-F-E-Eb-D-C#-C-B-Bb」

と前半とは一味違った和音を伴って降りてきた後に属
音（5度の和音のベース）が落ち着いた表情になります。
29、30小節目もそうですが、この曲に限らず、この属
音を強調する時には、何か区切りのつくの合図と見てよ
いでしょう。

次に和音の進行について見てみましょう。
初めの 4小節は、同じ和音と見るべきでしょう。4小

節間ベースの音は下降していきますが、上に乗っている
のは１度の和音のまま変わりません。5小節目からは 6
度の和音となりベースだけが４小節間下降していきます。

B  は前述した 2小節のリズムとともに和音も緩やか
に変化しながら前半の最後の半終止に向かいます。そ
して A'  につながり冒頭の雰囲気に戻りますが、ベース
の下降する雰囲気は似ていても和音進行は若干変化し
ています。

 C  は B  と異なり、ドッペルドミナントの和音から
１小節毎に変化しながら終曲を予感させる 30小節目の
ドミナントでゆったりとしたテンポになり、コーダではト
ニカで高く上りながら曲を閉じます。

強弱記号の指示を見てみましょう。
前半は、「  ＜  ＜  」となり、後半はその幅が
大きくなり、 も出てきますが、前半の最後と同様、最
終的には静かに終わります。このように強弱記号からも
一連の流れをつかむ事が出来ます。
この作品では、楽曲全体に渡ってリズム（小節割りも
含め）、和音、ダイナミクス、アゴーギグがバランス良く
溶け合って１つの流れが作り上げられています。色々な
角度から、またそれぞれの要素がどのように関わり合っ
ているか研究しがいのある楽曲だと考えられます。

作曲者解説
ウィリアム Ｌ .ギロック
（1917.7.1～1993.9.7）

1917年 7月1日アメリカ合衆国、ミ
ズーリ州ラッセルにて生まれる。同州
ファイエットのセントラルメソジストカ
レッジで学士および文学士の称号を取
得。卒業後、ルイジアナ州ニューオリ
ンズに定住し、20年あまりピアノ教師
として活躍。子どものための多くのピ
アノ作品を作曲した。後半生はテキサ
ス州ダラスに移り、作曲活動の他、コ
ンクールの審査員、音楽教師のユニオ

ンの役員・講師としても活動した。彼の作品は、そのメロディの美し
さから「音楽教育界のシューベルト」とまで称えられる。



巻末 43

□A (1) (1) (2)

(2)

・外声の関係
・下降する低音

（前半との違い）

(2)
Ⅰ Ⅵ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ１

Ⅰ１Ⅰ2

Ⅴ9

Ⅴ

Ⅴ3
9 Ⅱ7

Ⅳ1 Ⅳ1 Ⅳ

V
Ⅴ9

4

V
Ⅴ1

II
Ⅴ7

（   ）V
Ⅴ9

1

□C

□B

□A’

Coda

G：

Ⅴ7
IV 3

アナリーゼ：山本雅一

(C)1970 by The Willis Music Company
Assigned to Zen-On Music Company Ltd. for Japan

全音楽譜出版社刊「ギロック こどものためのアルバム」より転載許諾済み
JASRAC 出 1005537-001
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ピアノ学習者の誰もが弾いたことのある有名な曲です
ね。「貴婦人の乗馬」というタイトルどおり、リズムが特
徴的な曲となっています。構成としては、さきほどの「フ
ランス人形」に比べると、もう少し入り組んでいます。

では、まず曲の構成を見てみましょう。

A（1-8小節）→ B（9-16小節）→ C（17-24小節）
→ A（25-32小節）→ D（33-39小節）
→ Coda（40-46小節）

という流れになっています。
さらに見ていくと A は、前半の A1（1-4小節）と
後半 A2（5-8小節）に分けられます。とすると、 B は
後半（13-16小節）が A2と同じかたちとなっています。
つまり、 B は A からの一連の流れの中にあるとも言え
るでしょう。
すると、 C  は中間部と捉える事ができ、やがてまた 

A が『戻ってくる』という感覚が自然になります。「F-dur
への転調を挟んで再び C-durに戻る」流れは古典派の
完成された形式「ソナタ形式」の前身を思わせます。

リズムにも着目してみましょう。
A の左手を見てみると1-8小節は

という4小節のリズムが 2回繰返されます。3小節
目と 7小節目はリズムは同じですが、和音の移り変わり
が違ってきます。また、3小節目はベースがジグザグ
に動いているのに対し、7小節目は半音階で降りてい
ます。

B は急に雰囲気が変わる様に思えますが、基本的に
は A の流れに挿入されたちょっとしたアクセントぐら
いに考えるのが良いと思います。和音の流れ方も の
属和音から始まり、Iの準固有和音（短調の和音）で小さ
く跳ねるといったユーモラスな場面です。3連符は変に
固くならず 3拍目に向かって「2分音符をこする」といっ
た感覚で演奏しても面白いでしょう。決して１拍ずつ分

けて刻んではいけません。
そして再び A の雰囲気が戻ります。この 4段で１
つのグループと捉えても差し支えないでしょう。
中間部は調性も雰囲気もがらっと変わります。特に伴
奏型は新しい形が出てきますが、最後の 24小節目は 
A の 1、2小節目に近い形です。 A に戻ってくる事
を予感させている様にも思えます。
中間部の後は A の忠実な再現です。戻ってきたとい

う懐かしさは同時に楽曲が終盤に近づいている事も匂わ
せます。と思いきや、 D という新しい場面が出てきます。
しかしこれは新しいというよりはコーダの準備の様な雰
囲気とも思えます。今までとは違ったリズムや、  から
の大きな幅のダイナミクスが楽曲のクライマックスを
彩り、そしてコーダの華やかな雰囲気へとつなげます。
広い音域を駆け巡り低音に鮮やかに着地すると、最

後に凛とした雰囲気をまといながらきびきびとした動作
で締めくくります。乗馬の楽しい雰囲気も大切ですが、
「高貴な」イメージを損なわない様にしたいものです。

ブルグミュラー「貴婦人の乗馬」
（ステップ応用2課題曲）

～場面ごとのリズムの特徴を感じて

ファシリテーター竹中素美先生より
2 小節目から 3 小節目のスラーを見落とし
て、どうしても切って弾いてしまった経験が

あります。アナリーゼすると、どのように解釈される
でしょうか？

2 小節目と 4 小節目の最後を同じようにと
らえてしまうのですね。ただ和音のつなが

りを見ると、2 小節目から 3 小節目に向かって、ド
ミナント（V）→トニカ（I）となっていますのでその部
分は和音が解決する事も念頭に置くとイメージしや
すいでしょう。逆に 4 小節目の最後はイ短調の完全
終止となっていますのできちんととめましょう。つま
り実際の音楽の流れは 4 小節でひとまとまりと考え
るのが妥当です。作曲家は、されるべき演奏のため
のメッセージを楽譜に必ず記しているはずなのです。
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（伴奏型の変化）
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全音楽譜出版社刊「ブルグミュラー 25の練習曲」より転載許諾済み


